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連携団体を増やすことが
できた事業地 8ヵ所

87,055人
75％
75％

全国136の活動の
参加者数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　水辺の生き物を保全するため、普及啓発、専門知識、人的資源、資金の確保
等のさまざまな課題を多様な主体が連携することによって、解決する体制づく
りを推進する。

　水辺の生き物保全のためのプラットホーム作りのノウハウ
を集めた事例集を作成することにより、一つでも多くの団体
が水辺の生き物保全活動に取り組むことを期待したい。

　水辺の生き物保全活動に市民、研究者、教育機関、行政、生産者、企業等の
多様な主体が参加するようになり、理解と協力が進展するようになることを目
標とする。

　地域プラットホーム作り（11事業）、人材育成・技術・情報など地域横断的プ
ラットホーム作り（3事業）を、水辺の生き物保全のためのプラットホームのモ
デル事業として試行した。その結果、8事業地で新規に連携団体を増やすこと

今後の
展望

学生団体によるオオクチバス稚魚の駆除活動

人材育成研修の成果を発表する学生さん

■苦労した点
　活動を広く知ってもら
い理解と協力を得るとと
もに参加者を増やすため、
新聞等に実情を説明する
など広報に努めた。

■工夫した点
　 勉 強 会 、講習会 、観 察
会、ワークショップ等を通
じ、行政、生産者、企業、教
育機関等に積極的に参加
を働きかけた。

苦労した点と工夫した点

ができ、7割の事業地で地域連携体制を構
築することができた。これらの活動の経験
を持ち寄ってワークショップを開催し、プ
ラットホーム作りのための課題、解決策等
についてのノウハウを共有・蓄積した。
　3年目には、水辺の生き物保全のための
プラットホーム作りのノウハウを集めた事
例集を作成する予定。


